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あらまし：ゲーミングによる防災学習支援では，動機付けのために初学者にもプレイできるとともに，知

識の定着を促進するために学習内容の理解に伴いゲームで有利にプレイできる仕組みが必要となる．本

発表ではこれらの要件を満たすゲームとして作成した防災カルタゲームを市民避難訓練に参加した地域

住民に試用してもらい，それによって確認された効果と今後の課題について報告する． 
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1. はじめに 
近年，多発する豪雨災害への対策として防災学習

をはじめとするソフト面の重要性が指摘されており，

学習への動機付けを高め，防災知識の定着を促す方

法の一つとしてカルタゲームが公開されている（1）（2）．

これらのカルタゲームでは災害時の危険や安全行動

について説明する読み札から，その内容に対応した

イラストと頭文字が示された札を取ることによって

防災知識を学ぶことができる．しかし，避難時の心

得の中には，安全行動を知っているだけでは不安全

行動かどうかを的確に判断できない項目も少なくな

い．例えば，通常時には「雨中を歩く時には長靴を

履く」ことは問題ない．しかし，膝まで浸水した道

路を移動して避難する場合では，「長靴を履いて歩く」

ことにより，履物の中に水が入って歩行を妨げる恐

れがあるため不安全行動とされる．そのため，安全

行動と不安全行動はそれぞれ個別に学習するのでは

なく，相互に関連づけながら理解することが重要と

なる．本研究では，プレイ中に安全行動と不安全行

動を関連付けて考えることを促すために，百人一首

における上の句／下の句をそれぞれ不安全行動／安

全行動に対応付けたカルタゲームを提案する．本稿

では，避難訓練に参加した地域住民に試用してもら

い，ユーザ観察を行った結果について報告する． 

 

2. 提案するカルタゲームの教育的意義 
ゲーミングを用いた学習支援では学習者の動機づ

けと知識の定着が重要である．対象知識をほとんど

持たない初学者にとって，対象知識を有しなければ

プレイできないゲームには主体的に参加できないた

め，学習への動機付けを阻害する恐れがある．その

ため初学者にとって，既存のカルタゲームやトラン

プ，UNO等のように頭文字やスート，数字といった

記号を手がかりとして進行するゲームは主体的に参

加できる点で望ましいと考えられる．また，ルール

も将棋や麻雀のように複雑なものより，簡単なもの

が望ましいと考えられる． 

一方，知識の定着の点から考えると，対象知識へ

の理解がゲームの勝敗に無関係であれば，参加者は

知識を理解しようとしないことが考えられる．その

ため，対象知識への理解が深まるほど有利にプレイ

できる仕組みが必要となる． 

本研究では， 初学者でもプレイでき，対象知識の

理解が有利に働くように，不安全行動／安全行動の

区分をゲームのルールに織り込んだ防災学習のため

のカルタゲームを提案する． 

本研究で提案するカルタゲームの読み札は上の句

と下の句からなり，それぞれ不安全行動／安全行動

に関する内容となっている．取り札には下の句（安

全行動）の内容を描写したイラストと頭文字が描か

れる（図１）．ゲームは，いろはかるたと同様に，読

み手と二名以上の取り手が参加して行う．読み手は

上の句，下の句を順に読み上げ，取り手は下の句に

 

図 1 取り札と読み札の例 
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対応した取り札をより早く取ることを競う．なお，

上の句（不安全行動）が読まれている間に，その内

容に対応する下の句（安全行動）が推測できれば，

下の句が読まれる前により早く札を探して取ること

ができる．したがって，不安全行動（上の句）と安

全行動（下の句）を関連付けて理解し，記憶するこ

とによって，他の取り手より有利にプレイできる．

ただし，そのような関連性を学習していない場合で

も，取り札に示された安全行動の頭文字から札を取

ることができるため，初学者同士でカルタゲームを

楽しみながら不安全行動と安全行動の関連性につい

て考える機会を与えることができる． 

なお，イラストが知識の定着と動機づけに寄与す

る（3）ことから，取り札には下の句の内容を描写した

イラストと頭文字を示した．また，下の句はイラス

トが示された取り札を見つけるために意識を集中す

るため，上の句の内容より強く印象に残ることが予

想される．安全な避難には不安全行動と関連づけて

安全行動を学ぶことが重要となるため安全行動をよ

り印象づけることが望ましいと考えられる．さらに，

意味的に類似する項目の提示により項目の弁別性が

低下するとの指摘があり（4），不安全行動と安全行動

を混同する恐れが考えられる．知識を混同した際に

最も避ける必要があると考えられる不安全行動を安

全行動であると誤って覚えてしまうことを防ぐため，

取り札と下の句に安全行動を当てはめ，上の句には

不安全行動を当てはめている． 

 

3. ユーザ観察 
提案するカルタゲームを一般市民に試用してもら

うため 2015 年 11 月 29 日に大阪府高槻市内の小学

校で行われた市民避難訓練に参加協力し，ユーザ観

察を行った．なお，学習対象となる防災知識は，大

阪府高槻市が発行した防災ハンドブック（5）から抽出

した地震と洪水に関する心得を基に作成し，取り札

は 1ゲーム 5分ほどで終了するように，地震と洪水

それぞれ 6枚ずつ計 12枚の取り札を用意した． 

カルタゲーム参加者の多くは幼稚園児から小学校

低学年までの児童であった．ユーザ観察の結果，小

学校低学年の参加者については，上の句のみで正解

の札を取る様子や上の句の段階で取り札を探してい

る様子が見受けられ，安全行動と不安全行動を相互

に関連づけながら学ぶことを促進できたと考えられ

る．また，参加者の保護者から「運動靴なんだ，長

靴だと思っていた」という発言もあり，不安全行動

について理解を深めてもらう効果も確認された．加

えて，取り札にイラストを使用していたため平仮名

を習っていない参加者でも下の句に含まれる単語を

基に正解の札を探すことができていた．  

しかし，上の句で「家具」という言葉が読まれ，

取り札に「タンス」のイラストが描かれている場合

には，読み札で説明された防災知識によらず，一般

名称を表す単語と具体例となるイラストとの意味的

包含関係から正解の札が取られる場合も見受けられ

た．また，「リュックで避難する」を表すリュックと

「非常持ち出し品」を表すリュックのように，紛ら

わしい内容もあり，平仮名を習っていない参加者の

中には，下の句が読まれた後でも札が取れない場合

や，間違った札を取ってしまう場合があった．下の

句に関しては，頭文字が読まれた時点で取るべき取

り札が分かるため，下の句の内容を聞いていない参

加者も確認された．  

以上のことから，取り札のイラストから容易に想

像できる単語を上の句に入れない，取り札のイラス

トは学習対象の理解により正解の札が分かるように

表現を工夫する，頭文字を下の句の最後に読むなど，

学習対象の理解に直接結びつかない記号的な関連性

ではなく，不安全行動／安全行動の関連性に注意を

向けさせる工夫が必要となる． 

 

4. おわりに 
本研究では不安全／安全行動を関連づけた学習支

援のためのカルタゲームを提案し，ユーザ観察の結

果を報告した．ユーザ観察の結果，カルタゲームは

低年齢からでもプレイでき不安全行動／安全行動を

関連づけた学習を促進できる仕組みとはなっている

が，札の内容によっては学習を促進できていない場

合があった． 

本研究ではカルタゲームの効果を観察することを

目的としていたため，12 項目（取り札 12 枚）の避

難時の心得を学習対象としたが，防災学習という点

ではさらに多くの知識を教示する必要がある．今回

のユーザ観察は 1回のプレイのみであったが，実際

に学習を支援する際には対象項目を増やして，繰り

返し学習することを前提とした学習支援が必要とな

る．今後は使用する読み札の文章や取り札のイラス

ト表現を精査するとともに，複数回学習を支援する

場合の進め方についても検討する予定である．  
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